
　　　　

2026 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

遠足　お楽しみ会　菜園活動　表現活動　ボディペインティング　クッキング

（別添資料１）

家族支援

・定期的な面談を通して、子どもの変化や成長、気になる点を共有し支援に反
映する
・送迎時や連絡帳を通して当日の様子や活動内容を伝える

移行支援

・ライフステージへの切り替えのサポート
・新しい環境に慣れるための支援、移行に伴う不安や質問などの対応

地域支援・地域連携

・公共施設の利用、保育園や高齢者施設との交流
・児童館や図書館などを利用し規則やマナーを学ぶ
・併設保育園の集団活動への参加、近隣施設への訪問

職員の質の向上

・療育終了後、利用児童についてのカンファレンスを毎日実施し、共通認
識を持って統一した支援への結びつきを行う
・アドバイザーとしてSTから意見をもらいながら質の向上の研修を行う

支　援　内　容

・来所時の体調確認、表情や様子の確認　　　・身の回りの準備や排泄、手洗いなどの基本的生活動作
・安全面への配慮（危険行動への対応、環境整備）

・粗大運動（走る・跳ぶ・バランス）　・微細運動（ハサミ・鉛筆・制作）　・ビンジョントレーニング
・感覚遊び（粘土・スライム・ビルドインバランス・水遊び・雪遊び）　　　・姿勢保持や集中しやすい座り方の工夫
・外活動で季節を感じ自然に触れる体験

本
人
支
援

・挨拶、日にち、曜日、天気、数、色、形などの基礎理解　　　・スケジュールや活動の流れを視覚的に提示
・成功体験を積み重ねる関わり　　　　　　　　　　　　　　　・ルールのある遊びへの参加、行動の切り替えのサポート

・質問への応答、簡単なやりとりの練習　　　・会話ルールの理解
・言葉、ジェスチャー、絵カードなどをつかった意思表示
・相手の話を聞く、気持ちを言葉になる支援

・集団活動への参加　　　・順番を待つ、貸し借りをする経験
・困ったことを解決する力や、みんなで話し合って決める力を高める

支援方針

・それぞれの歩幅を尊重する　・すき間のない情報連携　・小さな発信を感じ取る　・子どもから学び、ともに成長し合う　・小さなできるを見つけ、ともに育む

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 わたし色、きみ色、みんなで描く未来。

事業所名 児童デイサービス そら・たいよう 作成日支援プログラム（参考様式）


